
施策１２３  

 

 

 

【主担当部局：医療保健部】 

県民の皆さんとめざす姿（令和５年度末での到達目標） 

がんの予防・早期発見から治療・予後までのそれぞれの段階に応じたがん対策が進み、がんにかか

る人やがんで亡くなる人が減少するとともに、がんと向き合って生活していく患者やその家族への支

援が進んでいます。 

 

主指標     

目標項目 
令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

75 歳未満の人
口 10 万人あた
りのがんによ
る死亡者数（年
齢調整後） 

 
63.3 人 
(元年) 

 

62.5 人 
(２年) 

 
60.9 人 
(４年) 

64.1 人 
  (30 年) 

    

目標項目の説明と令和３年度目標値の考え方 

目標項目 
の説明 

がんによる 75 歳未満の死亡状況について、年齢構成を調整した県の人口 10 万人あたりの死
亡者数 

３年度目標値 
の考え方 

がんによる死亡者数のさらなる低減をめざし、全国トップクラス（全国平均の死亡者数の予
測値より 10.5％低い状態）に向け、62.5 人を目標値として設定しました。 

 

副指標   

目標項目 

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 

状況 
目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

がん検診受診率

（乳がん、子宮

頸がん、大腸が

ん） 

 

乳がん 
46.7％ 

子宮頸がん 
50.6％ 

大腸がん 
36.0％ 

（元年度） 
 

乳がん 
49.5％ 

子宮頸がん 
52.0％ 

大腸がん 
40.6％ 

（２年度） 

       

乳がん 
55.0％ 

子宮頸がん 
55.0％ 

大腸がん 
50.0％ 

(４年度) 

乳がん 
40.0％ 

子宮頸がん 
43.4％ 

大腸がん 
25.1％ 

(30 年度) 

          

がん診療連携拠

点病院および三

重県がん診療連

携準拠点病院指

定数 

 ８か所 

 

９か所        10 か所 

７か所           

 

 

Ⅰ「守る」～命と暮らしの安全・安心を実感できるために～ 

 Ⅰ－１ 防災対策 

   Ⅰ－１－１ 防災対策の推進   

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 

がん対策の推進 

 

 



副指標   

目標項目 

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 

状況 
目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

がん患者等の就
労について理解
を得られた企業
数（累計） 

 1,535 社 

 

1,785 社  2,286 社 

1,332 社     

 

現状と課題 

 ①「三重県がん対策推進計画（第４期三重県がん対策戦略プラン）」に基づき、避けられるがんを防

ぐことや、さまざまながんの病態に応じて、適切ながん医療や支援を受けられるよう、総合的かつ

計画的ながん対策を実施しています。 

 ②がん征圧月間（９月）などのあらゆる機会をとらえ、がん検診の受診促進や健康的な生活習慣確立

の重要性等について、広く県民に啓発しています。また、学習指導要領の改訂に伴い、令和２年度

から小学校におけるがん教育が全面実施となったことから、医療関係者や教育関係者等と連携し、

がん教育の円滑な実施のための支援を行っています。県民が、がんに関する正しい情報に基づいて

適切な行動をとることができるよう、引き続き、がんに関する正しい知識の普及を行う必要があり

ます。 

 ③市町の各種がん検診や精密検査における受診率向上の取組が一層進展するよう、がん検診精度管理

調査における結果の情報共有等を行うとともに、肺がん検診において、人々の行動を望ましい方向

に誘導するナッジ理論を活用し、受診率向上に向けた取組を支援しています。がんは早期発見する

ことにより、治療できる可能性が高くなるため、引き続き、各種がん検診や精密検査の受診率向上

を図る必要があります。 

 ④がん診療を行う医療機関に対して施設・設備整備等の支援を行うなど、がん診療連携拠点病院等を

中心に、がん医療提供体制の整備を進めています。がん医療の一層の充実を図るため、引き続き、

施設・設備整備等の支援やがん医療提供体制の整備を実施するとともに、がんゲノム医療を含めた

がん診療連携体制の整備を進めていく必要があります。 

 ⑤がん医療に携わる医療関係者を対象とした研修会を開催するなど、精度の高いがん登録情報の収集

に努めています。引き続き、全国がん登録の円滑な実施を促進するとともに、がん登録で得られた

情報の利活用を図っていく必要があります。 

 ⑥がん診療連携拠点病院等において、がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修を実施して

います。また、緩和ケアについて啓発等を行っている地域の緩和ケアネットワークにおいて、各医

療機関の連携や医師等を対象とした研究会、地域住民を対象とした緩和ケアセミナーを行っていま

す。緩和ケアが診断時から適切に提供されるよう、引き続き、緩和ケア研修の実施や、緩和ケアに

関する正しい知識の普及が必要です。 

 ⑦三重県がん相談支援センターおよび各がん診療連携拠点病院等に設置されているがん相談支援セ

ンターにおいて、がん患者とその家族等のための相談を実施しています。また、がん患者の治療と

仕事の両立が可能となる環境を整備するため、医療機関や三重労働局等の関係機関と連携し、事業

者に対して、がんに関する正しい知識の普及啓発を実施しています。さらに、将来子どもを産み育

てることを望む小児、思春期・若年がん患者の経済的負担の軽減を図るため、妊孕性温存治療に要

する費用に対する支援を行っています。引き続き、がん患者がそれぞれの病態や実情に応じた支援

を受けることのできる体制を整備する必要があります。 



令和３年度の取組方向 

 ①がん対策のさらなる推進をめざし、「三重県がん対策推進計画（第４期三重県がん対策戦略プラン）」

における３つの柱である「がん予防」、「がん医療の充実」、「がんとの共生」のそれぞれの段階に応

じた総合的ながん対策を実施することで、より効果的な事業の展開を図ります。 

 ②イベント等のあらゆる機会をとらえて、県民に対してがんに関する正しい知識の普及啓発を行いま

す。また、学習指導要領の改訂に伴い、令和３年度以降、中・高等学校において順次がん教育が全

面実施されることから、引き続き医療関係者や教育関係者等と連携し、小・中・高等学校における

がん教育の円滑な実施のための支援を進めます。 

 ③各種がん検診や精密検査における受診率向上を図るため、引き続き、がん検診精度管理調査におけ

る結果の情報共有等を行うとともに、各がん種において、ナッジ理論など新たな手法を活用したが

ん検診の受診勧奨に取り組む市町への支援等を行います。 

 ④がん医療の一層の充実を図るため、がん診療を行う医療機関の施設・設備整備等を引き続き支援す

るなど、県のがん医療提供体制の整備を進めます。また、各がん診療連携拠点病院等と連携し、が

んゲノム医療を含めたがん診療連携体制の整備を進めます。 

 ⑤がん対策をより効果的に推進するため、三重大学医学部附属病院等の関係機関と連携して、がん登

録により得られた罹患率、死亡率等のデータを分析し、市町、医療機関等への情報の提供や県民へ

の地域のがん状況の発信など、情報の利活用を進めます。 

 ⑥医師、看護師等が緩和ケアの専門的な知識や技術を習得するため、がん診療連携拠点病院等におい

て実施される緩和ケア研修への参加が促進されるよう関係者に働きかけを行います。また、緩和ケ

アに関する正しい知識を広く県民に啓発するため、地域の緩和ケアネットワークにおける活動を引

き続き支援します。 

 ⑦三重県がん相談支援センター等において、引き続きがん患者とその家族等のための相談を実施し、

がん患者が治療の早期から支援を受けられるよう相談窓口の周知を行います。また、がんの治療と

仕事の両立が可能となるよう、医療機関や三重労働局等の関係機関と連携し、引き続き、がんに関

する正しい知識の普及啓発を実施し、労働環境の整備を促します。がんになっても自分らしく生き

ることができるよう、今後も、多様化する相談内容に適切に対応するとともに、情報提供の充実を

図ります。 

 

主な事業 

  ①がん予防・早期発見事業【基本事業名：12301 がん予防・早期発見の推進】 

   予算額：（R2） １６，２６１千円 → （R3） １４，７７６千円 

   事業概要：がん検診および精密検査の受診率向上のため、肺がん検診をはじめとした各種がん検

診において、ナッジ理論を活用した受診勧奨を導入する市町の取組に対する支援を行

います。また、がんに対する県民の理解を深めるため、企業、関係機関・団体等と連

携し、がん検診やがんに関する正しい知識の普及啓発を進めるとともに、小中学校の

児童生徒を対象としたがん教育を支援します。 

 

 

 

 

 

 



  ②がん医療基盤整備事業【基本事業名：12302 がん医療の充実】 

   予算額：（R2） １４５，４８７千円 → （R3） ６６，４２１千円 

   事業概要：がんの実態を把握するため、三重大学医学部附属病院と連携し、精度の高いがん罹患

情報の収集・集計（がん登録）に取り組むとともに、蓄積されたがん登録情報をもと

に、市町、医療機関への集計・分析結果の情報提供、がん対策に係る施策の検討およ

び効果の検証を行います。また、がん医療に携わる医療機関の施設・設備の整備を支

援するなど、がん医療提供体制の充実を図ります。 

 

  ③がん患者支援事業【基本事業名：12303 がんとの共生】 

   予算額：（R2） ４２，０３０千円 → （R3） ４２，０１３千円 

   事業概要：がん診療連携拠点病院における相談支援センターの運営や、緩和ケアに関する知識・

技能を持った医療従事者等を養成するための研修等の事業実施を支援します。また、

三重県がん相談支援センター等の相談窓口を周知するとともに、がん患者とその家族

等のための相談を実施します。さらに、がん患者が治療と仕事を両立できるよう、就

労等の社会生活への支援や、企業への訪問、説明会の開催等を通じて、がんに関する

正しい知識の普及を進め、治療と仕事が両立できる環境の整備に取り組みます。 

 


